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推進標語
「道路ふれあい月間」

『 

ゆ
ず
り
あ
い

日
本
の
美 

』

道
路
で
示
す

４ ３
628

　

国
土
交
通
省
で
は
、
公
共
事

業
の
効
率
性
及
び
そ
の
実
施
過

程
の
透
明
性
の
一
層
の
向
上
を

図
る
た
め
、
新
規
事
業
採
択
時

評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　

今
回
、
令
和
４
年
度
予
算
に

向
け
て
、
下
記
の
新
規
事
業
候

補
箇
所
に
つ
い
て
、
地
方
負
担

の
負
担
者
で
あ
る
都
道
府
県
等

へ
の
意
見
聴
取
を
開
始
し
、
新

規
事
業
採
択
時
評
価
の
手
続
き

に
着
手
し
た
。

　

今
後
、
都
道
府
県
等
の
他
に

学
識
経
験
者
等
の
第
三
者
か
ら

構
成
さ
れ
る
委
員
会
等
の
意
見

も
聴
き
、
評
価
結
果
を
と
り
ま

と
め
る
予
定
で
あ
る
。

※
な
お
、
今
回
の
発
表
は
、
令

和
４
年
度
予
算
に
お
け
る
新
規

事
業
の
採
択
可
否
を
知
ら
せ
る

も
の
で
は
な
い
。

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
、
都
城
志
布
志
道
路

（
乙
房
Ｉ
Ｃ
～
横
市
Ｉ
Ｃ
）
が

令
和
４
年
３
月
12
日
（
土
）
に

開
通
し
た
。

　

都
城
志
布
志
道
路
は
、
日
本

有
数
の
畜
産
地
で
あ
る
都
城
市

と
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
で
あ

る
志
布
志
港
を
結
び
物
流
や
企

業
立
地
に
よ
る
雇
用
促
進
お
よ

び
広
域
的
な
医
療
活
動
な
ど
を

支
援
す
る
高
規
格
道
路
で
あ

な
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

で
、
国
道
10
号
を
通
過
す
る
交

通
の
代
替
路
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
都
城
市
街
地
の
渋
滞
が
緩
和

　

並
行
す
る
国
道
10
号
の
市
街

地
中
心
部
の
平
江
（
仮
）
～
甲

斐
元
交
差
点
で
は
、
旅
行
速
度

が
20
㎞
／
ｈ
程
度
に
低
下
す
る

な
ど
の
主
要
渋
滞
箇
所
が
連
続

し
て
お
り
、
常
に
混
雑
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

　

都
城
志
布
志
道
路
の
整
備
に

よ
り
、
並
行
す
る
国
道
10
号
や

【道路事業】

事業名 都道府県等

一般国道235号　日高自動車道　静内三石道路（静内～東静内） 北海道

一般国道236号　帯広・広尾自動車道　大樹広尾道路（豊似～広尾） 北海道

一般国道56号　四国横断自動車道　宿毛内海道路（宿毛新港～一本松） 愛媛県、高知県

一般国道56号　四国横断自動車道　宿毛内海道路（御荘～内海） 愛媛県

一般国道218号　九州横断自動車道延岡線　矢部清和道路 熊本県

一般国道4号　野辺地七戸道路 青森県

一般国道7号　沼垂道路 新潟市

一般国道2号　広島南道路（木材港西～廿日市） 広島県

一般国道55号　奈半利安芸道路（安田～安芸） 高知県

一般国道57号　大津熊本道路（大津西～合志） 熊本県

一般国道4号　盛岡南道路 岩手県

一般国道7号　秋田南拡幅 秋田県

一般国道398号　石巻バイパス（沢田工区） 宮城県

一般国道17号　本庄道路（Ⅱ期） 埼玉県

一般国道17号　中村交差点立体 群馬県

一般国道19号　塩尻拡幅 長野県

一般国道8号　栄拡幅 新潟県

一般国道1号　浜松バイパス（長鶴～中田島） 浜松市

一般国道2号　岡山倉敷立体（Ⅰ期） 岡山県、岡山市

一般国道9号　出雲バイパス（神立～中野東） 島根県

一般国道3号　博多バイパス（下臼井～空港口） 福岡市

一般国道201号　仲哀拡幅 福岡県

一般国道202号　唐津バイパス 佐賀県

【港湾整備事業】

事業名 都道府県等

苫小牧港東港区浜厚真地区複合一貫輸送ターミナル整備事業 苫小牧港管理組合

広島港出島地区国際海上コンテナターミナル整備事業 広島県

細島港工業港地区複合一貫輸送ターミナル整備事業 宮崎県

【海岸事業】

事業名 都道府県等

千葉港海岸直轄海岸保全施設整備事業 千葉県

令和４年度予算に向けた新規事業採択時評価手続きの着手
る
。

【
開
通
日
】

令
和
４
年
３
月
12
日
（
土
）

【
開
通
区
間
】

都
城
志
布
志
道
路
（
乙
房
Ｉ
Ｃ

～
横
市
Ｉ
Ｃ
）
／
延
長
３
・
０

㎞【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
物
流
効
率
化
等
に
よ
り
産
業

活
性
化
に
寄
与

　

都
城
市
は
畜
産
業
が
盛
ん
な

地
域
で
畜
産
業
産
出
額
は
約

７
３
６
億
円
と
全
国
１
位
を
誇

っ
て
い
る
。
畜
産
に
必
要
な
配

合
飼
料
（
家
畜
の
え
さ
）
は
、

志
布
志
港
周
辺
の
工
場
で
加
工

さ
れ
、
都
城
志
布
志
道
路
を
経

由
し
て
畜
産
業
者
へ
輸
送
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
開
通
区
間
ま
で
の
整
備

に
よ
り
、
志
布
志
港
～
都
城
Ｉ

Ｃ
間
の
輸
送
時
間
が
約
13
分
短

縮
さ
れ
、
安
定
的
な
製
品
の
出

荷
・
搬
送
が
可
能
と
な
り
地
域

産
業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
。

◇
地
域
を
代
表
す
る
企
業
の
物

流
を
支
援

　

都
城
志
布
志
道
路
の
沿
線
に

は
、
地
域
経
済
を
牽
引
す
る
主

要
企
業
や
、
志
布
志
港
を
活
用

し
た
海
外
輸
出
が
増
加
傾
向
に

あ
る
企
業
等
が
立
地
し
て
お

り
、
物
流
利
便
性
の
向
上
が
期

待
さ
れ
る
。

　

都
城
市
の
企
業
で
は
、
近
年

の
自
然
災
害
に
伴
う
道
路
の
通

行
止
な
ど
の
影
響
を
回
避
し
、

製
品
を
確
実
に
出
荷
す
る
た

め
、
志
布
志
港
を
利
用
し
た
海

上
輸
送
も
進
め
ら
れ
る
な
ど
、

都
城
志
布
志
道
路
は
地
域
の
産

業
振
興
に
寄
与
す
る
。

◇
企
業
立
地
や
雇
用
者
の
更
な

る
増
加
を
支
援

　

都
城
志
布
志
道
路
の
整
備
に

伴
い
都
城
Ｉ
Ｃ
と
志
布
志
港
と

の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
し
た
こ

と
で
、
都
城
市
で
は
平
成
23
年

度
以
降
１
１
４
社
の
企
業
進
出

が
あ
り
、
約
３
，
３
０
０
人
の

新
規
雇
用
が
創
出
さ
れ
た
。

　

都
城
Ｉ
Ｃ
や
志
布
志
港
周
辺

で
は
、
今
後
の
道
路
整
備
に
よ

り
更
な
る
企
業
進
出
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
工
業

団
地
の
造
成
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
企
業
進
出
に
よ
る
更
な
る

雇
用
創
出
が
図
ら
れ
地
域
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
広
域
的
な
医
療
活
動
や

連
携
強
化
に
寄
与

　

都
城
市
を
中
心
と
し
て

三
股
町
、
曽
於
市
、
志
布

志
市
は
「
都
城
広
域
定
住

自
立
圏
」
を
形
成
し
て
い

る
。

　

曽
於
市
・
志
布
志
市
等

の
周
辺
市
か
ら
の
都
城
市

郡
医
師
会
病
院
へ
の
外
来

来
院
者
数
は
、
都
城
志
布

志
道
路
の
整
備
に
伴
い
、

増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

都
城
志
布
志
道
路
の
全

線
開
通
に
よ
り
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、

「
都
城
広
域
定
住
自
立

圏
」
に
お
け
る
高
次
医
療

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化

や
医
療
連
携
の
強
化
が
期

待
さ
れ
る
。

◇
豪
雨
に
よ
る
冠
水
時
の
迂
回

路
を
確
保

　

国
道
10
号
は
近
年
、
台
風
等

の
豪
雨
時
に
道
路
が
冠
水
し
、

通
行
止
め
が
発
生
し
て
い
る
。

　

都
城
志
布
志
道
路
の
整
備
に

よ
り
、
冠
水
時
に
も
迂
回
可
能

新規事業候補箇所

都城志布志道路
乙房IC～横市IC

～物流・雇用促進・医療活動などを支援～

令和4年3月12日（土）　開通

周
辺
道
路
の
交
通
が
転
換
す
る

こ
と
で
、
都
城
市
街
地
の
交
通

混
雑
の
緩
和
・
交
通
事
故
の
減

少
が
期
待
さ
れ
る
。

東広島呉自動車道
阿賀IC立体化

～阿賀IC周辺の交通がスムーズに～

令和4年3月19日（土）　開通予定
　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
、
東
広
島
呉
自
動
車
道 

阿
賀
Ｉ
Ｃ
立
体
化
が
完
成
し
、

令
和
４
年
３
月
19
日
（
土
）
に

開
通
す
る
。

【
開
通
予
定
日
】

令
和
４
年
３
月
19
日
（
土
）

【
開
通
区
間
】

東
広
島
呉
自
動
車
道
（
阿
賀
Ｉ

Ｃ
立
体
化
）
／
延
長
０
・
９
㎞

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
先
小
倉
交
差
点
を
中
心
と
し

た
渋
滞
の
緩
和

　

先
小
倉
交
差
点
付
近
で
ピ
ー

ク
時
速
度
の
低
下
が
著
し
く
、

先
小
倉
交
差
点
を
先
頭
に
東
広

島
市
方
面
へ
交
通
混
雑
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
東
広
島
呉
自
動
車
道

と
阿
賀
中
央
町
田
線
の
交
通
錯

綜
に
よ
り
、
速
度
低
下
が
発
生

し
て
い
る
。

　

今
回
の
立
体
化
に
よ
り
、
呉

市
街
方
面
～
東
広
島
市
方
面
の

各
流
動
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
り
、

先
小
倉
交
差
点
の
渋
滞
緩
和
が

期
待
さ
れ
る
。

◇
先
小
倉
交
差
点
で
発
生
す
る

交
通
事
故
の
減
少

　

先
小
倉
交
差
点
内
で
は
、
事

故
が
多
発
し
て
お
り
、
全
体
の

事
故
件
数
の
約
７
割
を
右
左
折

で
の
事
故
が
占
め
て
い
る
。

　

特
に
呉
市
街
～
東
広
島
市
の

各
方
面
に
向
か
う
際
の
事
故
が

多
く
、
今
回
の
立
体
化
に
よ
っ

て
交
差
点

を
通
行
す

る
車
両
が

減
少
し
、

先
小
倉
交

差
点
内
の

事
故
減
少

が
期
待
さ

れ
る
。

◇
高
次
医

療
施
設
へ

の
安
定
し

た
救
急
搬

送
　

東
広
島

市
か
ら
第

三
次
救
急

医
療
施
設

で
あ
る
呉

医
療
セ
ン

タ
ー
へ
の

搬
送
件
数

は
平
均
80

件
／
年
で

あ
り
、
迅
速
な
搬
送
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
阿
賀
Ｉ
Ｃ
出
口

の
混
雑
時
は
一
般
車
両
が
避
け

て
も
救
急
車
両
の
通
行
が
困
難

な
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
の
立
体
化
に
よ
り
、
東

広
島
市
か
ら
呉
医
療
セ
ン
タ
ー

へ
の
救
急
車
両
の
走
行
性
が
改

善
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
搬
送
に
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
空
港
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

　

広
島
空
港
か
ら
の
目
的
地
と

し
て
呉
市
は
広
島
市
に
次
い
で

多
く
な
っ
て
お
り
、
先
小
倉
交

差
点
な
ど
の
混
雑
に
よ
り
、
速

度
低
下
に
よ
る
所
要
時
間
の
ば

ら
つ
き
が
発
生
し
て
い
る
。

　

今
回
の
立
体
化
に
よ
り
ピ
ー

ク
時
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
、
広

島
空
港
～
呉
駅
で
の
バ
ス
走
行

時
間
の
安
定
性
向
上
が
期
待
さ

れ
る
。


